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今
年
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
陸
上
長
距
離
部
（
田
原
工
場
所

属
）
が
２
０
１
１
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
で
優
勝
し
、
万
博

記
念
の
市
町
村
対
抗
駅
伝
で
は
田
原
市
チ
ー
ム
が
３
位

に
な
る
な
ど
、
駅
伝
の
活
躍
が
大
き
な
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
町
村
対
抗
駅
伝
で
豊
橋
市
が
優
勝
、
豊

川
工
業
高
校
、
豊
川
高
校
の
高
校
駅
伝
は
と
も
に
強
く
、

東
三
河
全
体
で
も
駅
伝
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

　

11
月
13
日
（
日
）、
岐
阜
県
下
呂
市
で
開
催
さ
れ
た

第
51
回
中
部
・
第
41
回
北
陸
実
業
団
対
抗
駅
伝
で
は
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
陸
上
長
距
離
部
が
３
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
１
９
６
１
年
に
三
重
県
伊
賀
市
で
第

１
回
目
が
開
か
れ
、
第
26
回
目
か
ら
の
26
年
間
は
現
在

の
下
呂
市
（
旧
金
山
町
）
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
来

年
度
か
ら
渥
美
半
島
を
縦
断
す
る
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
地
域
を
あ
げ
て
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

次
回
は
田
原
市
が
熱
戦
の
舞
台
に

◦トップでゴールしたトヨタ自動車陸上長距離部

◦２０１２年田原市カレンダー

◦イラスト名刺テンプレート

　

昨
年
、
好
評
だ
っ
た
﹁
田
原
市
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂
の

２
０
１
２
年
版
を
、
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
の
風
光
明

媚
な
景
色
な
ど
の
画
像
を
配
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
空

き
Ｃ
Ｄ
ケ
ー
ス
を
利
用
す
る
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
風
光
明
媚
な
風
景
イ
ラ
ス
ト
を
あ
し
ら
っ
た

﹁
名
刺
テ
ン
プ
レ
ー
ト
﹂
の
ワ
ー
ド
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
年
末
年
始

の
ご
あ
い
さ
つ
な
ど
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

←

新
着
情
報

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp

　　　　　◉広報サポーター「めだか」ツイッターなう♪
　　　　　◦ＩＤ「Koho Tahara」　◦ツイッターアドレス http://twitter.com/#!/KohoTahara

◦中部・北陸実業団駅伝の閉会式で、下
呂市長から次回開催地の田原市長へ、
たすきが渡されました

　（写真右から 2 人目が田原市長）

T
ツ イ ッ タ ー

witterTwitter
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市民発
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「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
」団
体
認
証
を
取
得

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み﹁
常
春
部
会
﹂

が
ん
ば
る
農
業
人
紹
介

　

私
た
ち
、
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
「
泉
つ
ま

も
の
出
荷
組
合
」
は
、
９
名
の
大
葉
生
産

農
家
で
組
織
す
る
出
荷
組
合
で
す
。
栽
培

面
積
は
、
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
年
間
約

２
７
０
万
パ
ッ
ク
の
大
葉
を
出
荷
し
て
い

ま
す
。
安
全
・
安
心
な
大
葉
を
届
け
る
た

め
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
な
ど
の
栽
培
法
を
行

い
、
食
味
・
香
り
・
日
持
ち
・
栄
養
価
の

高
い
大
葉
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
本
年
７
月
、
Ｊジ

ェ
イ
ギ
ャ
ッ
プ

Ｇ
Ａ
Ｐ

の
団
体
認
証
を
、
愛
知
県
下
の
Ｊ
Ａ
部
会

　

私
た
ち
、
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
「
常
春
部

会
」
は
、
市
内
４
３
６
名
の
キ
ャ
ベ
ツ
農

家
で
組
織
す
る
生
産
部
会
で
す
。
部
会
員

全
員
が
、
愛
知
県
か
ら
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

の
認
定
を
受
け
、
産
地
を
あ
げ
て
環
境
に

配
慮
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
生
産
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。栽
培
面
積
は
約
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
年
間
約
５
５
０
万
ケ
ー
ス
の
キ
ャ

ベ
ツ
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
50
回
農
林
水
産
祭
で
、

「
日
本
一
の
キ
ャ
ベ
ツ
産
地
の
自
負
と
責

で
初
め
て
取
得
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
と

は
、
食
の
安
全
や
環
境
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
第
三
者
機
関
の
審
査
に
よ

り
確
認
さ
れ
た
農
場
に
与
え
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　

今
後
も
組
合
員
一
丸
と
な
り
、
高
品
質

で
更
に
安
全
・
安
心
な
大
葉
の
生
産
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

任
を
持
っ
て
長
期
安
定
供
給
を
実
践
」
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
園
芸
部
門
で

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
部

会
で
は
、
出
荷
基
準
を
統
一
す
る
た
め
の

目め
ぞ
ろ
え
か
い

揃
会
、
栽
培
技
術
を
向
上
す
る
た
め
の

講
習
会
、
女
性
部
に
よ
る
小
売
店
で
の
消

費
宣
伝
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
消
費
者
の
皆
様
に
、「
安
全
・

安
心
・
美
味
し
い
」
高
品
質
な
キ
ャ
ベ
ツ

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

投
稿

投
稿

◦「JGAP」団体認証書と
　大葉栽培のハウスの
　様子

◦目揃会で部会員に説明をする農協担当者

◦農林水産省の広報紙「ａｆｆ（あふ）」
　でも紹介 （Ｈ21年３月号）

◦泉つまもの出荷組合ホームページ

◦11月29日（火）に、田原市役所へ認証取
　得の報告をした組合員の皆さん

http://www.ja-aichiminami.or.jp/tumamono/index.html

◦常春部会ホームページ
　　http://www.ja-aichiminami.or.jp/
tokoharu/index.html

※
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
土
づ
く
り
や
減
化

学
肥
料
、
減
農
薬
な
ど
の
、
環
境
に
優
し
い

農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
の
こ
と
で
、
愛
知

県
が
認
定
し
て
い
ま
す
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※
つ
ま
も
の
と
は
、
料
理
を
引
き
立
て
る
た
め

　

に
用
い
ら
れ
る
葉
っ
ぱ
な
ど
の
総
称
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地域
発!

地
域
づ
く
り
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
と
い
う
組
織
だ
け
が
取
り
組

む
も
の
で
は
な
く
、
校
区
の
ひ
と
り
一
人

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
大
草
校
区
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
校
区
に
関

係
す
る
人
み
ん
な
が
一
緒
に
な
っ
て
、＂
豊

か
な
自
然
と
人
の
和
で　
﹁
安
心
・
安
全
﹂

大
草
校
区
＂
と
い
う
将
来
像
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

風
流
な
〝
お
月
見
会
〞

　

９
月
11
日
（
日
）、
今
年
で
第
５
回
と

な
る
「
お
月
見
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
当
日
は
絶
好
の
お
月

見
日
和
。
会
場
の
宝ほ
う

憧ど
う

寺じ

跡
の
井
戸
前
に

は
、
大
人
だ
け
で
は
な
く
子
ど
も
た
ち
も

た
く
さ
ん
集
ま
り
、
美
し
い
姿
を
現
し
た

月
を
見
上
げ
な
が
ら
、
美
味
し
い
お
抹
茶

地
域
の
話
題

大
草
校
区

豊
か
な
自
然
と
人
の
和
を

▲豊橋相撲甚句会の皆さん（前列）と記念撮影

﹁
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
こ
の
大
草
校
区
は
、

自
分
た
ち
の
手
で
創
り
、
守
っ
て
い
く
﹂
を
実
践
す
る

大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
豊
橋
相
撲
甚
句
会
の
皆

さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
大
相
撲
の
巡
業
な

ど
で
披
露
さ
れ
る
七
五
調
の
囃
子
歌
“
相

撲
甚
句
”を
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
の
皆
さ
ん
の
粋
な
計
ら
い

も
あ
り
、
特
別
に
相
撲
甚
句

「
大
草
編
」
が
披
露
さ
れ
、
そ

の
美
し
く
響
く
声
に
会
場
全

体
が
う
っ
と
り
と
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
参
加

者
み
ん
な
で
「
大
草
編
」
を

練
習
し
、
一
体
感
あ
ふ
れ
る

お
月
見
会
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
同
じ
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
一
緒
に

楽
し
む
こ
と
で
、
世
代
を
越

え
た
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▲お茶やお団子を楽しむ子どもたちの姿も

　

充
実
し
た
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
ご
紹
介
し

た
よ
う
な
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
で
、「
結

び
つ
き
」
と
「
和
」
を
深
め
、
活
力
あ
ふ

れ
る
大
草
校
区
の
実
現
に
生
か
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ブ
ロ
グ
で
情
報
発
信
中
！

　

今
年
５
月
か
ら
、
ブ
ロ
グ
に
よ
る
情
報

発
信
を
始
め
ま
し
た
。「
大
草
校
区
の
こ

と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
思
い
を
込
め
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や

地
域
の
話
題
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 http://okusa.dosugoi.net/
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1 ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2 このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
あかばねひらがなの会市民活動紹介

～地域に暮らす外国人をサポートし、多文化交流を深めます～

「あかばねひらがなの会」は、田原市内や近郊で住ん
でいる外国人の方と多文化交流をしている団体で

す。簡単な会話から文法までを勉強する「日本語教室」と、
地域や日本の文化をもっと知ってもらうために、絵画や
陶芸、料理などを学ぶ「創作教室」を開催しています。
また、月刊「あかばねひらがなしんぶん」も発行して地
域の方々との交流も進めています。
　今年８月末には、地元の陶芸愛好者と一緒に焼き上げ
た１０００個の湯飲み茶碗を、宮城県の南三陸町と七ヶ
浜町に贈りました。その茶碗には、被災地の人々に笑顔
が一日でも早く戻ることを祈りながら、一つ一つにメッ
セージとお茶の葉を添えて包みました。
　ほかにも、市内の各種イベントに参加したり、お楽しみ会や見学会などを開催したりして、さまざまな場面で
多文化交流を深めています。あなたも一緒に交流しませんか。お気軽にお問い合わせください。
◦あかばねひらがなの会
　　　　　　　　　中村都祁子（ときこ）☎＆　 45 局 2377
　　　　　　　　　【日本語教室】第２、４土曜日／ 13:30 ～ 15:00 ／赤羽根福祉センター
　　　　　　　　　【創作教室】第３日曜日／ 13:30 ～ 15:00 ／赤羽根市民館

代表・連絡先

活動日

渥美半島の里海を美しくする会市民活動報告

「私たちの里海を美しく！」

11月 27 日（日）、姫島漁港から夕陽が浜海岸までの約
15 ㎞、10 か所の海岸で清掃活動を行いました。今回

の活動には、市民など１２００人以上の方にご参加いただき
ました。
　この地方にも被害をもたらした台風 12 号（８月）と 15 号

（９月）の影響で、海岸には多くのごみがたまっていました。
参加した皆さんは、大量の流木やプラスチック類などの家庭
ごみに驚きながらも、一斉にごみを拾い始めました。
　大量の流木は、田原市土木協会の協力でダンプに積み込ま
れました。１時間半の清掃時間でしたが、皆さんの力でみる
みるうちにごみが片付き、きれいな浜となりました。

　これからもごみは渥美半島の海岸に打ち寄せますが、この清掃活動を継続することで、少しずつごみは減って
いきます。私たちの住む渥美半島の里海を美しくするために、今後もご理解とご協力をお願いします。
◦渥美半島の里海を美しくする会　　　　　　　　赤尾昌昭

▲宇津江海岸の清掃風景

▲「創作教室」の様子

会　長
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学校生活の
一コマを紹介

　　 赤羽根小学校 「ふるさと学習宿泊体験」
　　豊かな心を育むふるさと学習！
　　
　９月14日（水）～16日（金）、５年生20名は、田原市の姉
妹都市・設楽町にあるつぐ高原グリーンパークで２泊３
日の宿泊体験を行いました。
　３日間とも天候に恵まれ、山の大自然を味わうとと
もに、豊かな自然の中でさまざまな体験を通して、仲間
との絆をより一層深めることができました。子どもたち
は、キャンプファイヤーに飯ごう炊さん、ニジマスつか
みに五平餅作り、ボールペン作りやコースター作りなど
に挑戦しました。初めて取り組むことばかりでしたが、
仲間と協力したり助け合ったりすることの大切さを体
得するよい機会になりました。
　子どもたちは、宿泊体験で、仲間とのふれあいを通し
て山の良さを知り、ふるさと赤羽根の良さを再確認でき
たようです。今後も、ふるさとや自然を大切にする豊か
な心を育んでいきたいと思います。

　今回は、小学校で宿泊体験を通してふるさと学習に取り
組む様子と、全校で農業体験活動に取り組む様子をご紹介
します。 ●学校教育課２３局３６７９

 大草小学校「農業体験活動」
大豊作だった学級園での野菜づくり！

　大草小学校では、毎年、学級園での野菜づくりに取り組
んでいます。しかし、ここ数年、連作の影響などで水はけ
が悪くなり、病虫害にも悩まされ、野菜の出来栄えが今ひ
とつよくありませんでした。そこで、昨年「魅力ある学校
づくりプロジェクト事業」で畑の整備を行い、土の入れ替
えを行いました。そのおかげで、今年は野菜が見違えるほ
ど元気に育っています。
　「すごく高いね！」と天高く伸びたヒマワリを見上げる
子。「どんどん出てくるよ」とサツマイモを掘る子。毎年、学
級園では、ミニトマトやカボチャ、キュウリなどを栽培し
ていますが、今年はどの作物も例年の２～３倍の収穫量
で、殺虫剤などの農薬もほとんど使わずに済みました。
　11月の焼きイモ集会では、大きく育ったイモを焼き、全
校でおいしく食べました。子どもたちも職員も大喜びの
農業体験となりました。これからも、この学校園を生かし
た体験活動を続けていきたいです。

◦縦割り班での「イモほり集会」

◦全校児童のイモを焼く６年生

◦協力したニジマスつかみで、もっと仲良しに！

◦火の神からのキャンプファイヤーの点火式

平成 23年 12月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

愛
知
県
消
防
職
員
駅
伝
大
会
が
愛
・
地
球
博
記

念
公
園
で
開
催
さ
れ
、県
内
の
58
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。消
防
職
員
の
体
力
練
成
の一
環
と
し
て
、毎

年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
。田
原
市
か
ら
２
チ
ー
ム

が
参
加
し
、Ａ
チ
ー
ム
が
６
年
連
続
の
優
勝
と
い
う
快

挙
を
達
成
。Ｂ
チ
ー
ム
も
26
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

▲鍛え上げた「心技体」で、市民の皆さんに安心・安全を！

訓
練
の
成
果
！

驚
異
の
６
連
覇

11
月
17
日［
木
］

　

自
主
防
災
会
の
一
斉
防
災
訓
練
が
市
内
全
域
で
行

わ
れ
、約
１
万
２
０
０
０
名
の
市
民
が
参
加
し
ま
し

た
。訓
練
で
は
、大
地
震
に
よ
り
愛
知
県
外
海
な
ど
に

「
大
津
波
警
報
」が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
。避

難
訓
練
の
ほ
か
、応
急
救
護
や
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

を
行
い
、地
域
防
災
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
協
力

地
域
を
守
る
！

11
月
13
日［
日
］

▲消火器による初期消火訓練を行う住民たち（大草校区）

　

福
祉
の
つ
ど
い
が
田
原
市
総
合
体
育
館
な
ど
で

開
催
さ
れ
、約
３
０
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。福

祉
関
連
ブ
ー
ス
が
多
数
出
展
し
た
ほ
か
、地
域
人

権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業
と
し
て
菊
地
幸
夫
弁
護

士
に
よ
る
講
演
会
が
催
さ
れ
、参
加
者
は
地
域
福

祉
活
動
や
人
権
に
関
す
る
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

▲「出会いの人生から学んだこと」と題し、講演を行う菊地幸夫弁護士

地
域
に
根
差
し
た

福
祉
を
目
指
し
て

11
月
13
日［
日
］
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◉
第
３
回
全
国
都
市
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
度
調
査

　

 

田
原
市
が
全
国
第
一
位
に
！

　

日
経
グ
ロ
ー
カ
ル（
日
本
経
済
新
聞
社

産
業
地
域
研
究
所
）が
行
っ
て
い
る「
全
国

都
市
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
度
調
査
」で
、田
原

市
が
全
国
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
は「
持
続
可
能
な
」と

い
う
意
味
で
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
都
市
と

は「
環
境
保
全
度
」「
経
済
豊
か
さ
度
」「
社

会
安
定
度
」の
３
つ
の
側
面
が
、バ
ラ
ン
ス

よ
く
発
展
し
た
都
市
を
さ
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、農
工
業
の
バ
ラ
ン

ス
と
、環
境
と
共
生
す
る
豊
か
で
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り「
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
構
想
」の
推
進
、太
陽
光
発
電
や

風
力
発
電

な
ど
再
生

可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の

普
及
な
ど

が
高
く
評

価
さ
れ
ま

し
た
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
６
７
２
人・事
業
所
77
か
所︵
1１
月
末
現
在
︶

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

パ
ソ
コ
ン
に
は
、リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
源
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

今
回
は
、パ
ソ
コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

❖
何
が
資
源
に
な
る
の
？

　

パ
ソ
コ
ン
本
体
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
ノ

ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に
使
わ
れ
て
い
る
鉄

や
銅
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
け

で
な
く
、
希
少
金
属
で
あ
る

金
、
銀
、
コ
バ
ル
ト
な
ど
も

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

❖
何
が
回
収
で
き
る
の
？

　

❖
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
本
体

　

❖
Ｃ
Ｒ
Ｔ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

　
　

※
一
体
型
パ
ソ
コ
ン

　
　

含
む

　

❖
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

　
　

※
一
体
型
パ
ソ
コ
ン
含
む

　

❖
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン

　

❖
購
入
時
の
標
準
添
付
品

　
　

※
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー

　
　

ド
な
ど

❖
デ
ー
タ
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
は
、
再
資
源
化
セ
ン

タ
ー
で
破
壊
処
理
を
行
い
ま
す
が
、
使

用
者
の
責
任
で
デ
ー
タ
の
消
去
を
し
て

く
だ
さ
い
。

❖
回
収
場
所
は
？

　

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
付
い
た
パ
ソ
コ

ン
は
、
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
が
無
料
で

回
収
し
再
資
源
化
し
ま
す
。

　
❖
メ
ー
カ
ー
が
わ
か
る
場
合
は
、
各
パ
ソ

コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
受
付
、

メ
ー
カ
ー
が
不
明
、
自
作
パ
ソ
コ
ン
な

ど
は
一
般
社
団
法
人
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推

進
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎︵
03
︶５
２
８
２
局
７
６
８
５

　
　

http://w
w
w
.pc3

r.jp/

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

68

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

44

リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
付
い

て
い
な
い
パ
ソ
コ
ン
や
、自
作

パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
、﹁
パ
ソ
コ

ン
３
Ｒ
推
進
協
会
﹂が
有
料
で

回
収
し
再
資
源
化
し
ま
す
。
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総合順位
（前回調査）

自治体名
（都府県）

総合
スコア

環境保全度スコア
順位

社会安定度スコア
順位

経済豊かさ度スコア
順位

　1（8） 田原市
（愛知） 60.9 60.4 33 52.8 48 69.8 3

２（3） 豊田市
（愛知） 60.6 61.1 23 48.1 473 72.1 2

３（2） 三鷹市
（東京） 60.5 66.8 1 51.2 139 57.3 58

４（1） 武蔵野市
（東京） 60.0 60.4 33 53.5 31 65.7 7

５（7） 名古屋市
（愛知） 59.5 64.2 2 49.0 387 60.5 24

■サステナブル度(総合評価)ベスト5市

※全国８０９市区のうち有効回答は６３０市区。スコアとは偏差値の平均値のこと



8

災
害
時
の
飲
料
水
の
確
保

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
災
害
時
に
飲
料
水
を
確
保

す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
配
水
池
（
10

か
所
）
と
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽

（
11
か
所
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災

倉
庫
に
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
飲
料
水
兼
用
耐
震

性
貯
水
槽
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
と
は

　

災
害
時
に
水
道

が
使
え
な
く
な
っ
て

も
、
飲
料
用
水
を

確
保
し
て
お
く
こ

と
が
で
き
る
貯
水

槽
の
こ
と
で
、
震
度

７
の
激
震
に
も
耐
え
ら
れ
ま
す
。
普
段

は
水
道
管
に
接
続
し
、
そ
の
一
部
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
す

る
と
、
水
道
管
と
の
接
続
部
分
が
自
動

的
に
遮
断
さ
れ
、
貯
水
槽
に
な
り
ま
す
。

貯
水
槽
内
の
水
は
、
災
害
発
生
直
前
ま

で
常
に
流
れ
て
い
る
の
で
、
消
火
だ
け
で

な
く
飲
料
用
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

▪
設
置
場
所
（
容
量
）

◦
童
浦
市
民
館
駐
車
場
（
60
ｔ
）

◦
田
原
中
学
校
運
動
場
（
１
０
０
ｔ
）

◦
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場（
60
ｔ
）

◦
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
裏
（
60
ｔ
）

◦
中
部
市
民
館
駐
車
場
（
60
ｔ
）

◦
神
戸
市
民
館
裏
（
60
ｔ
）

◦
赤
羽
根
市
民
館
駐
車
場
（
60
ｔ
）

◦
泉
小
学
校
運
動
場
（
60
ｔ
）

◦
旧
福
江
市
民
館
駐
車
場
（
60
ｔ
）

◦
中
山
市
民
館
駐
車
場
（
１
０
０
ｔ
）

◦
堀
切
市
民
館
駐
車
場
（
60
ｔ
）

▪
家
庭
で
も
最
低
３
日
分
の
備
蓄
を

　

災
害
時
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
十
分
な

飲
料
水
を
確
保
で
き
ま
す
が
、
被
害
状

況
な
ど
に
よ
り
給
水
活
動
を
行
う
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
も
最
低
３
日
分
の
飲
料
水

（
ひ
と
り
１
日
３

リ
ッ
ト
ル
）
と
食

料
な
ど
を
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉地域に根ざした国際交流を推進し受賞
　愛知県立渥美農業高等
学校が、公益財団法人愛
知県国際交流協会から、
平成23年度国際交流推
進功労者表彰を受賞しまし
た。農業高校の特性を活か
した交流事業が、学校だけ
にとどまらず、地域に根ざした国際交流の推進・相互
の国際理解に貢献していると評価されたものです。
　この表彰は、多年にわたり県内の国際交流の推進
に尽力し、その功績の顕著な個人または団体を対象
に毎年行われ、これまでに田原市では、個人表彰とし
て２名、団体表彰として１団体が受賞しています。

◉農業学校同士の姉妹校交流
　渥美農業高校は、国際化に対応できる人材育成を
目指し、オランダの農業学校ウェラントカレッジと平成９
年１月に姉妹校提携。翌年から生
徒の相互訪問が始まりました。生
徒たちは訪問先でホームステイし、
学校生活と家庭生活を体験。ま
た、農家で実習を行うなど、農業に
ついて学びながら地元の人たちと
も交流を図っています。
　農業が盛んなオランダ。その国内で最大級を誇る
農業学校との姉妹校交流は、担い手の国際感覚を
育み、田原市の農業をさらに発展させてくれるでしょう。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

渥美農業高等学校
国際交流推進功労者表彰を受賞

■国内外との交流・多文化共生

▲ウェラントカレッジの生徒・教師が田原市を
訪問。議場にて記念撮影（11／10木）

▲表彰式の様子（11／9水）

▲飲料水兼用耐震性貯水槽

▲ウェラントカレッジ
でのフラワーデザイ
ン体験（6／13月）
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渥
美
郷
土
資
料
館
で
開
催
す
る
企
画
展

の
展
示
室
監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
５
名　

▼
採
用
期
間
＝
平

成
24
年
２
月
４
日
（
土
）
～
３
月
18
日

（
日
）　

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
～
午

後
１
時
ま
た
は
午
後
１
時
～
５
時
（
交

替
勤
務
）　

▼
勤
務
内
容
＝
展
示
室
監
視

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方

法
＝
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類
選

考
後
、
面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日

通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
平
成
24
年
１
月

15
日
（
日
）
ま
で
に
田
原
市
博
物
館
に

あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
開
館
時
間
内
に
提
出
（
郵
送
不
可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

▼
募
集
人
員
＝
各
若
干
名　

▼
採
用
期
間

＝
平
成
24
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
更

新
さ
れ
る
場
合
あ
り
）　

▼
勤
務
場
所
＝

市
内
保
育
園　

▼
勤
務
形
態
＝
月
曜
～
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　

▼
職
種
・
業
務

内
容
・
賃
金
・
勤
務
時
間
＝
表
の
と
お
り

▼
申
し
込
み
＝
平
成
24
年
１
月
31
日（
火
）

ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ
直
接
ま
た
は
電

話
に
て　

▼
そ
の
他
＝
登
録
制
度
に
よ

る
、
臨
時
保
育
士
な
ど
の
途
中
採
用
を
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

　

昔
懐
か
し
い
思
い
出
を
語
り
合
う
「
回

想
法
」。
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
は
、
頭
も

心
も
元
気
に
し
ま
す
。
２
回
目
と
な
る
今

回
の
研
修
は
、
実
際
に
回
想
法
を
体
験
し

て
学
ぶ
内
容
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

“
聞
き
上
手
”“
話
し
上
手
”
に
な
る
コ
ツ

を
学
び
、
職
場
や
家
庭
で
「
回
想
法
」
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
病
院
・
福
祉
施
設
関
係
者
、
回

想
法
に
興
味
の
あ
る
方　

▼
日
時
＝
平
成

24
年
１
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４

時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館　

２
０
１
・
２
０
２
会
議
室　

▼
講
師
＝
梅

本
充
子
氏
（
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

看
護
学
部
看
護
学
科 

准
教
授
）　

▼
内
容

＝
【
第
１
部
】
回
想
法
基
礎
知
識
（
講
義
）

午
後
１
時
～
２
時
30
分　
【
第
２
部
】
回

想
法
演
習
（
演
習
）　

午
後
２
時
45
分
～

４
時
30
分　

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
も

可　

▼
定
員
＝
30
名
程
度
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

▼
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　
“
食
”
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
子

ど
も
と
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
食
生

活
が
い
か
に
「
心
」

と
「
体
」
に
大
切

で
あ
る
か
を
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
平
成
24
年
１
月
28
日
（
土
）
午

後
２
時
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文

化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
講
師
＝
永
山

久
夫
氏
（
食
文
化
史
研
究
家
）　

▼
テ
ー

マ
＝
「
食
が
乱
れ
れ
ば
、
心
も
荒
む
」　

▼
定
員
＝
１
５
０
名
（
要
予
約
・
先
着
順
）

▼
入
場
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
参
加
人
数
を
明
記
）
▼
託
児
＝

平
成
24
年
１
月
17
日
（
火
）
ま
で
に
電
話

予
約

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

nosei@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
臨
時
職
員

臨
時
保
育
士
・
調
理
員
・
用
務
員

図
書
館
研
修「
や
っ
て
み
よ
う
回
想
法
２

～
聞
き
上
手
は
話
し
上
手
～
」
参
加
者

田
原
市
食
育
講
演
会　

参
加
者

「
食
が
乱
れ
れ
ば
、
心
も
荒
む
」

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展
監
視
員

職種 業務内容 賃金 勤務時間

保育士 乳幼児の保育 時給１，１００円
または1，200円

午前８時30分～午後５時
※ただし、午前7時30分～午後
　7時の内で、7時間45分勤務
　シフトあり

調理員 給食の調理、園
舎の清掃など 時給930円 午前８時30分～午後４時15分

■田原市臨時保育士・調理員・用務員

※臨時保育士の場合は保育士資格が、臨時調理員の場合は調理師資格が
　必要です

平成 23年 12月15日   　  　　　　　　　　│ 10 │



　

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
は
、

田
原
市
の
伊
良
湖
港
と

三
重
県
鳥
羽
市
の
鳥
羽

港
を
結
ぶ
海
の
道
で
す
。

こ
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
に
、

よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
の
「
愛
称
」
を

募
集
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
呼
ん
で
も
ら
え
る

「
愛
称
」
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
＝
12
月
31
日
（
土
）
ま
で

▼
応
募
方
法
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
応

募
用
紙
に
て

◉
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合

　

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.isew

anferry.co.jp/
nicknam

e/

◉
応
募
用
紙
の
場
合

　

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の
乗
船
時
に
配
布
す

る
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
船
内
に
設
置
し

た
応
募
箱
へ
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
＝
ど
な
た
で
も　

▼
審
査
方

法
＝
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
選
考
事
務
局

に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
う
え
決
定
（
同
案

多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
愛
称
発
表
＝

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
た
は
ら
な
ど

に
て（
平
成
24
年
２
月
ご
ろ
決
定
の
予
定
）

▼
賞
品
＝
最
優
秀
賞
１
名
の
方
に
は
ホ
テ

ル
宿
泊
招
待
券　

※
そ
の
ほ
か
、
応
募
者

の
中
か
ら
抽
選
で
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。

▼
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
活
性
化
協
議
会
（
鳥

羽
市
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
）

☎（
０
５
９
９
）25
局
１
１
０
１

　

放
送
大
学
で

は
、
平
成
24
年
度

第
１
学
期
（
４
月

入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま

す
。
放
送
大
学
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学

で
す
。「
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
」「
学
び
を
楽
し
み
た
い
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
や
職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間
＝
平
成
24
年
２
月
29
日（
水
）

ま
で

※
資
料
が
必
要
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
資
料
の
申
し
込
み
は
、
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

▼
放
送
大
学

　
（
０
１
２
０
）８
６
４
局
６
０
０

　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp/

　

年
末
年
始
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
青
少

年
が
有
害
な
環
境
に
接
す
る
機
会
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
に
よ
る
犯
罪
や
事
件
が
増
え
て
い

ま
す
。
地
域
、家
庭
、学
校
が
一
体
と
な
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
「
非
行
の
芽　

は
や
め

に
つ
も
う　

み
な
我
が
子
」　

▼
期
間
＝
12

月
20
日（
火
）～
平
成
24
年
１
月
10
日
（
火
）

▼
実
施
事
項
＝
パ
ト
ロ
ー
ル
、啓
発
活
動
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
適
切
利
用
の
推
進
ほ
か

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
11
月
29
日
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
三

河
三
座 

理
事
長
代
行 

伊
賀
太
吉
様
か
ら

伝
統
芸
能
普
及
啓
発
の
た
め
図
書
50
冊
。

ISEWAN FERRY

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の

「
愛
称
」
を
募
集
し
ま
す

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に

取
り
組
む
冬
の
運
動

放
送
大
学 

平
成
24
年
４
月
入
学
生

　平成24年度および平成25年度の２か
年度に、田原市が発注する建設工事、業
務委託、物品購入などの入札に参加を
希望される業者の方の定時申請の受付
が始まります。

▼受付期間
平成２４年１月４日氺～２月１５日氺

　申請は、インターネットを利用した
電子申請による登録となりますので、
ＩＣカード登録などの準備をお願いし
ます。申請方法などに関する詳細につ
いては、田原市ホームページをご覧く
ださい。

▼契約検査課
☎２３局３５０５ 　 ２３局０１８０
　 http://kensa.city.tahara.aichi.jp/
cgi-bin/info/index.cgi

入札参加資格の
定時申請の受付が始まります
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今
回
は
、
最
新
の
発
見
を
一
つ
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

熊
本
大
学
の
大お

お

坪つ
ぼ

志の
り

子こ

助
教
授
か
ら
、

渥
美
半
島
で
発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
玉

を
調
べ
た
い
と
い
う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
九
州
産
の
石
材
の
玉
の
分

布
を
調
べ
る
た
め
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

縄
文
時
代
に
お
い
て
、
現
在
の
宝
石
の

よ
う
に
大
事
に
さ
れ
た
石
に
、
新
潟
・
富

山
県
境
産
の
ヒ
ス
イ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

渥
美
半
島
で
も
、
縄
文
時
代
の
ヒ
ス
イ
の

玉
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今

で
も
２
５
０
km
離
れ
た
ヒ
ス
イ
の
原
産
地

で
あ
る
新
潟
・
富
山
県
境
に
行
こ
う
と
し

た
ら
、
車
で
高
速
道
路
を
走
っ
て
も
ず
い

ぶ
ん
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
し
て
や
、

そ
の
土
地
も
馴
染
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で

は
、
そ
ん
な
遠
方
か
ら
や
っ
て
き
た
「
宝

物
」
に
、
縄
文
人
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を

抱
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

写
真
は
伊
川
津
貝
塚
で
発
見
さ
れ
た
ヒ

ス
イ
の
玉
で
獣
を
ま
ね
た
形
で
す
。
大
き

さ
は
２
・
５
㎝
も
あ
り
、
田
原
市
で
一
番

の
超
高
級
品
で
す
。

　

さ
て
、
大
坪
さ
ん
が
探
し
求
め
て
い
た

九
州
産
の
石
材
の
玉
は
、
吉
胡
貝
塚
の
出

土
品
の
中
か
ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。
直
径

８
・
５
㎜
、
厚
さ
３
㎜
ほ
ど
の
小
さ
な
玉

で
す
。
含
ク
ロ
ム
白し

ろ
う
ん
も
へ
ん
が
ん

雲
母
片
岩
と
い
う
石

で
、
ヒ
ス
イ
に
も
負
け
な
い
緑
色
を
し
た

美
し
い
石
で
す
。
ヒ
ス
イ
は
長
い
間
、
産

地
不
明
の
石
と
し
て
扱
わ
れ
、
日
本
で
の

原
産
地
が
判
明
し
た
こ
と
も
こ
の
50
年
ほ

ど
前
の
話
で
す
。

こ
れ
ら
の
劇
的

な
発
見
や
、
そ

の
神
秘
的
な
魅

力
か
ら
、
緑
色

の
玉
は
ヒ
ス
イ
で

あ
る
と
い
う
先
入

観
が
生
ま
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
九
州
に
も
、

ヒ
ス
イ
と
さ
れ
た
玉
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
大
坪
さ
ん
が
そ
れ
ら
の
石
を
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
７
割
が
九
州
産
の

石
で
、
ヒ
ス
イ
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
調
べ
る
と
、
そ
の
石
の

流
通
は
東
に
も
広
が
り
、
ヒ
ス
イ
の
原
産

地
に
ま
で
い
き
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。ヒ
ス
イ
で
も
驚
い
た
の
に
、

６
０
０
㎞
も
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
来
た
と

は
、
縄
文
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
ご
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
確
か
に
九
州
産
の
玉
は
、

渥
美
半
島
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

美
し
い
緑
色
の
石
の
本
家
本
元
で
あ
る

ヒ
ス
イ
の
産
地
に
ま
で
及
ん
だ
こ
の
石

は
、
美
し
い
緑
色
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
、

九
州
地
方
か
ら
流
行
し
た
も
の
で
し
ょ

う
。
東
高
西
低
と
さ
れ
た
縄
文
文
化
で
、

西
か
ら
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
影
響
力
を
持
っ

　

九
州
か
ら
や
っ
て
き
た
「
宝
物
」

た
物
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
玉

は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
研
究
者
に

と
っ
て
は
、
今
で
も
立
派
な
「
宝
物
」
な

の
で
す
。

　

落
と
し
た
ら
な
く
し
て
し
ま
い
そ
う
な

小
さ
な
玉
は
、
縄
文
人
に
よ
っ
て
想
像
も

つ
か
な
い
長
旅
を
経
て
、
渥
美
半
島
に
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
旅
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
渥
美
半
島

の
人
が
九
州
を
訪
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
と
も
何
人
か
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
玉
と
交
換
に
与
え

た
も
の
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
？ 

　

調
査
を
終
え
た
大
坪
さ
ん
が
、「
よ
く

ぞ
こ
ん
な
遠
く
ま
で
来
て
く
れ
た
ね
」
と

小
さ
な
玉
に
話
し
か
け
て
い
た
姿
と
、
玉

を
愛
お
し
く
見
つ
め
る
縄
文
人
の
姿
が
重

な
っ
て
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】中
央
広
場
付
近
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

▼
街
な
か
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
撮
影
し
よ
う
と

中
央
広
場
へ
。輝
く
光
を
表

現
し
た
く
て
、あ
っ
ち
に
行
っ
た
り
、

こ
っ
ち
に
行
っ
た
り
。そ
し
て
、最
終

的
に
決
め
た
ア
ン
グ
ル
は
、道
路
の

向
か
い
側
に
あ
る
茂
み
の
横
か
ら
で

し
た
。し
ゃ
が
み
こ
ん
で
、下
か
ら
覗

き
込
む
よ
う
に
写
す
私
の
姿
は
、さ

ぞ
怪
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
⋮
。（
Ｏ
）

原
産
地
が
判
明
し
た
こ
と
も
こ
の
50
年
ほ

ど
前
の
話
で
す
。

の
玉
は
ヒ
ス
イ
で

あ
る
と
い
う
先
入
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◦ヒスイの玉（伊川津貝塚）

◦九州産の石材の玉（吉胡貝塚）
※吉胡貝塚資料館で展示中


